










◆令和6年（2024年）の事故概要

○ガス事業法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2024年1月22日 宮城県
一般ガス導
管事業者

漏えい・
避難

ガスメーター取外し済みの住宅において、ガス警報器が鳴動し続
けるとの通報を受けて出動したところ、敷地内で非常に強いガス
臭を確認し、宅内でも漏えいガスの滞留を確認したため、住民２
名を避難させた。当該住宅の供給管切断及びキャップ止め措置
を行い安全を確認して避難を解除した。
原因は、不使用灯外内管（白管）の腐食によりガスが漏えいした
もの。

なし



◆令和6年（2024年）の事故概要

○液化石油ガス法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2024年3月12日 青森県 消費者 漏えい

消費者が大きな音を聞き外を確認したところ、容器付近から噴出
音がしたためガス漏れと判断し、販売事業者に連絡した。販売事
業者担当者が現場到着したときは、容器閉栓済みで連結用高圧
ホースの容器との接続部の折損を確認した。
原因は、屋根からの落雪が供給設備に当たったことによるもの。

なし

2024年3月10日 岩手県 消費者 漏えい

消費者がガスコンロを使用しようとした際、点火しなかったため、
供給設備を確認したところ、調整器の接続部が折損しているのを
確認し、販売事業者に連絡した。
原因は、屋根からの落雪が調整器に当たったことによるもの。 なし

2024年2月26日 岩手県
ＬＰガス事業
者

漏えい

消費者からガス臭いとの連絡があり、販売事業者担当者が出動
して漏れは確認できなかったが、調整器の有効期限が間近で
あったことから調整器を交換した。事業所において検知液を使っ
て調整器を再検査したところ、調整器本体からの漏えいを確認し
た。
原因は、販売事業者の認識不足により、リコール対象品の回収・
取替がなされなかったことによるもの。

なし



◆令和6年（2024年）の事故概要

○高圧ガス保安法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2024年3月28日 福島県 製造業
爆発・火
災

酸素容器の元バルブを開放したところ、爆発音とともに火花が発
生し、周囲に引火して小規模火災が発生した。
原因は、元バルブを急激に開放したことから圧力調整器内が断
熱圧縮状態になって高温となり、付近にあった可燃物に引火した
ためと推定される。

人的被害：軽傷1
名
物的被害：工場内
0.32㎡の延焼

2024年3月27日 宮城県 倉庫業 漏えい

従業員がフォークリフトで荷物の入出庫をしていたところ、フォー
クリフトのマストを天井に設置してある冷却器に接触させてしま
い、当該冷却器の配管が破損し、冷媒である二酸化炭素が漏え
いしたもの。漏えい量は不明。
原因は、フォークリフトのツメを荷物に引っ掛けて荷崩れが生じ、
崩れる荷物との接触を回避するため運転者が周囲確認不足の
まま咄嗟に運転操作したため。

なし

2024年3月22日 青森県 鉄道業 漏えい

舗装工事業者がカッターで踏切内のアスファルトを切断していた
ところ、ガス臭を感じたため作業を中止した。線路を融雪する熱
風式融雪装置に供給する液化石油ガスの埋設配管をカッターで
切ってしまい、ガスが漏えいしたことが判明したもの。漏えい量は
不明。
原因は、埋設配管の埋設深さを見誤ったため。

なし

2024年3月19日 福島県 研究施設 漏えい

納入された水素ガスカードルを貯蔵所の配管に接続しバルブを
開放したところ、配管の途中にある減圧弁から漏えいした。漏え
い量は不明。
原因は、減圧弁本体のガスケットの劣化によるものと推定され
る。

なし

2024年3月19日 宮城県
高圧ガス販
売

噴出

東北自動車道において、液化炭酸ガス約９tを積み込んだタンク
ローリーが、清掃作業のため路肩を低速走行していた清掃車の
後方に追突・横転し、配管のバルブから液化炭酸ガスが全量噴
出したもの。
原因は、交通事故によるもの。

交通事故による
被害
人的被害：軽傷3
名
物的被害：タンク
ローリー全損、清
掃車全損、路肩
ガードレール等損
傷

2024年2月21日 山形県 製造業 漏えい

配送員がタンクローリーから貯槽に液化酸素を充填した際、ガス
が漏えいしているような音を聞き、その後工場従業員が調べたと
ころ、気化器上部の配管で漏えいを覚知した。漏えい量は微量。
原因は、経年劣化により配管溶接部にピンホールが生じたことに
よるものと推定される。

なし

2024年2月6日 福島県 製造業 漏えい

LNG貯槽関連設備の異常を知らせる警報が鳴動したことで当該
設備を調べたところ、貯槽の付属配管に取り付けられた凍結防
止弁本体のフランジ継手のボルト部分からLNGが漏えいしたこと
が判明した。液状で漏えいし瞬間的に気化したもので、漏えい量
は微量。
原因は凍結防止弁本体のフランジ継手のボルトの緩みによるも
の。

なし

2024年1月23日 福島県 製造業 漏えい

冷暖房設備の異常発生を執務室内の計器盤表示で覚知し当該
設備を調べたところ、圧縮器の冷暖房切替え用の四方弁から
フルオロカーボン410Aが漏えいしたことが判明した。漏えい
量は10.6kg。
原因は、四方弁の経年劣化によるものと推定される。

なし

○石油コンビナート等災害防止法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2024年1月29日 福島県 製造業 出火

酸化チタン工場２階でアセチレンガスにてガス溶断作業中、火災
が発生したもの。
原因は、ガス溶断の火花が２階の床と壁の隙間に入り１階まで
落下し、同階の内壁の一部が焼損したものと推定される。

人的被害：なし
物的被害：工場内
壁約1.6㎡焼損



◆令和6年（2024年）の事故概要

○火薬類取締法

発生年月日
場所
(県名）

事業者区分
事故の
種類

事故の概要 被害状況

2024年1月2日 宮城県 煙火 消費

住宅と接続する物置屋根にいた猿に向けて有害鳥獣駆逐用煙
火１本を消費したところ、火災が発生したもの。
原因は、有害鳥獣駆逐用煙火５連発のうち１発が物置内に積ん
であった薪上部に飛び着火したものと推定される。

人的被害：なし
物的被害：住宅
（物置含む）１棟
全焼、山林10㎡
焼損


